













　This paper describes the current situation and issues of studies on kyosei  (conviviality) society through examining the 
research of the Association for Kyosei  Studies and their problems. In the annual conference for the 10th anniversary 
of the association, the members discussed the current status and issues for advancing the study on kyosei  society. 
The special edition of the association’s journal containing the discussion above and the two books as commemorative 
publication (Kyosei SocietyⅠ,Ⅱ) are the latest products of the association. Based on the above, this paper investigates the 
studies of Shuji Ozeki, Sumio Kameyama, Yoshio Yaguchi (they have led the association so far), and presents the future 






























The Current Situation and Issues of Studies on ‘Kyosei’ Society
1共生社会システム学会の学会誌『共生社会システム研究』はISBNを取得した書籍となっており、本稿本文中の2017年9月に発刊した第11巻第1号は、















































































































































































































































































































































































































































































― 〃 ―［2016］「総論 〈共生社会〉理念の現代的意義と人類史的展望」（尾関周二・矢口芳生監修／亀山純生・木村光
伸編［2016］『共生社会Ⅰ ― 共生社会とは何か ―』所収，pp.1-25.）
― 〃 ―・矢口芳生監修／亀山純生・木村光伸編［2016］『共生社会Ⅰ ― 共生社会とは何か ―』農林統計出版
― 〃 ―・矢口芳生監修／古沢広祐・津谷好人・岡野一郎編［2016］『共生社会Ⅱ ― 共生社会をつくる ―』農林統計
出版
表　弘一郎［2013］『〈共生〉の哲学 ― リスクによる排除と安心の罠を超えて ―』耕文社
亀山純生［2017］「「多元的共生社会」理念と時代閉塞を超えるリアリティ」（共生社会システム学会編『共生社会をつ
くる― 時代の閉塞を超えて ―』所収，pp.16-29.）







福留和彦［2017］「〈共生社会の経済学〉の理論構想 ― 市場を利用した共生社会の可能性 ― 」（宝月 誠監修／福留和彦・
武谷嘉之編著［2017］『共生社会論の展開』所収，第四章）
古沢広祐［1988］『共生社会の論理 ― いのちと暮らしの社会経済学 ―』学陽書房






― 〃 ―・尾関周二編［2007］『共生社会システム学序説 ― 持続可能な社会へのビジョン ―』青木書店
Arrow,Knneth［1974］ The Limits of Organization, W.W.Norton & Company, Inc.（邦訳：村上泰亮『組織の限界』岩波書店，
1976年）
36唯一の例外は『共生社会Ⅰ』に収録されている市原あかねによる第Ⅱ部第６章「共生社会と土地の意義、社会観の転換」かもしれない。副題に「経済
学からのアプローチ」とあるように、自己組織系・自律的体系としてのシステムへの認識が本章のベースにはある。
